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１．発表事項  会議等におけるペットボトルの提供廃止について         

 

２．目 的   これまで松阪市等が開催する会議等において、松阪茶のＰＲのためペットボトル       

飲料を提供していましたが、令和３年４月１日より取りやめ、参加者にマイボトルな

どの持参を呼びかけます。 

        市役所内部におけるペットボトルの消費の削減に取り組むことで、ごみを出さない

などの３Rの推進や様々な環境問題に対する意識の向上を市民に訴えていきます。 

 松阪茶のＰＲの取り組みについては、ペットボトルに替え、ティーパックの配布を

考えています。 

 

３．背 景   近年、これまで以上に地球規模での資源・廃棄物制約や海洋プラスチック問題への

対応が求められています。 

 また、日本各地でも見られる異常気象ともいえる豪雨等に起因する災害などは、地

球温暖化による気候変動がその一因であるとも考えられています。 

 

４．松阪市の現状 松阪市におけるごみの処理量は、年々増加し続けているなか、市民に対し、３R

の徹底、正しい分別等の啓発は喫緊の課題です。 

         また国が 2050 年ゼロカーボンを宣言した中で、未来の松阪市に向け、市民一人ひ

とりが、地球温暖化問題だけでなく様々な環境問題を自分のこととして捉え、各自

において、できることから環境に優しい行動を始めることが大切です。 

 

５．行政の率先行動 当市における会議等では、これまで PR を兼ねて松阪茶のペットボトルを提供し

ていましたが、お茶パックの提供に切り替えるとともに、会議参加者へのマイボ

トルの持参を呼びかけていきます。 

          松阪市では、これらの取組をごみ削減や市民の環境意識高揚を図るための象徴

的行為として、まずは行政が、率先して使い捨てをやめ、マイボトル等を利用す

ることを始めていくことが必要と考えています。 

          このような取組が、民間事業者や各家庭にも波及していき、市民一人ひとりの

意識とライフスタイルの変革につながっていくことを期待します。 

 

６．切り替え日  令和３年４月１日より 

 

７．取り組み  ①松阪茶ＰＲのペットボトル（５００mℓ）提供を廃止 

市役所年間使用量 約７０００本 

        ②配布ティーパック ３ｇ×２個入り 

        ③会議等出席者には、マイボトルの持参を呼びかけます。 

    


